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山中さんは、「レベルの高い環境でサッカー
をやりたい」という思いで、小学６年生のとき
にジェフユナイテッド市原・千葉レディースＵ
－１８（なでしこジャパンで活躍する菅
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選手の所属クラブ）のセレ
クションを受け、合格しました。
入団した後は、順風満帆とはいかず、けが

で思うようなプレーができず悔しい日々を過ご
したり、監督から求められるプレーができず涙
を流したりすることも。
しかし、クラブでの厳しい練習だけでなく、
練習のない日も家族と自主練習に励むなど、
３年間努力を重ねてきました。
そうした努力が実り、中学１・２年生のとき
にあと一歩のところで逃した念願の全国大会出
場を果たしました。「初めての全国大会で緊張
したが、この日のために練習してきたので、走
り負けない強い気持ちで戦えた」と山中さん。
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監督は「スピードに乗ったまま、質
の高いセンタリングを上げられるのは、チーム
で彼女だけ。彼女の武器が全国で通用し、何
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（ジェフユナイテッド市原・千葉レディースUー 15�所属）

入谷南中学校　３年生
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「まさか自分の作品が選ばれるとは思わなかった。」
と依田さんは驚きました。
全国からの応募総数11万6706点の中から、見事
１位にあたる弘法大師賞を取ったからです。
小学３年生から始めた書道ですが、上達した秘訣は、

「小学生のころは、１文字１文字丁寧に書くことを意
識した。今は、どう表現すればいいか考えて書いてい
る。同じ字でも字のバランスや太さ、筆に含ませる墨
の量などによって表情が変わる」と教えてくれました。
作品について書道教室の松
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先生は、「今回、
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亭序（依田さんが手本とした書道の古典）を臨書(※)

してもらいましたが、優雅で気品のある文字の特徴を上
手く表現できていました。そして、大きな賞を取ろうと
思って書いたのではなく、自然体で楽しみながら書いた
ことが良かったのではないでしょうか」と振り返ります。
依田さんは、「字をどう表現するか考えるのは大変だ
けど、自分のイメージした通りに書けたときは楽しい」
と書道の魅力について話します。
書道のほかに、絵画、英語のスピーチ、ピアノも得意

な依田さん。今後のさまざま場面での活躍にも注目です。

※臨書…手本とそっくりに書くこと。

回もチャンスメイクできていた」と評価します。
一方で、山中さんは「出られない試合があっ
て悔しかった」とも話しました。
そんな山中さんの今後の目標は、高校サッ

カーで再び全国の舞台に立つことです。その
ための課題は、パスやトラップなどの足元の技
術を向上させること。日々、努力を重ねながら、
次の目標に向かって動き出しています。

18VOL.あだちの
子どもたち

すごいね！

第２１回全日本女子ユース（U－１５）
サッカー選手権　準優勝

第５１回
高野山競書大会
弘法大師賞　受賞


